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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第１四半期連結
累計期間

第39期
第１四半期連結
累計期間

第38期

会計期間

自2017年
４月１日
至2017年
６月30日

自2018年
４月１日
至2018年
６月30日

自2017年
４月１日
至2018年
３月31日

売上高 （千円） 2,108,362 2,346,764 9,785,504

経常利益 （千円） 185,860 69,995 834,513

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 98,459 34,844 441,021

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 283,206 74,440 728,035

純資産額 （千円） 10,920,293 11,226,269 11,365,027

総資産額 （千円） 15,949,784 17,033,174 17,340,254

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 14.37 5.09 64.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 67.9 65.3 65.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国の経済状況は、雇用・所得環境の改善、個人消費の持ち直しにより緩やか

な回復基調で推移いたしました。

　情報サービス産業においては、クライアントPCの買い替え需要が継続して回復基調にあり、ICT（情報通信産業）投

資全体にも回復基調があるものの、AI（人工知能）時代を見据え、今後の成長軌道の描き方には幅広い見地からの見極

めが必要と思われます。

　当社では、2018年６月８日より「PCAフェス2018」を全国主要都市にて開催し、ユーザー様の業務改善につながる

様々なニーズに、クラウドを中心にパートナー様とともにお応えするサービスを展開させて頂く姿をアピールして参り

ます。

　また、引き続き「働き方改革」への取り組みが注目されている中で、実現するための一つの手段として「就業管理シ

ステム」は大きくクローズアップされております。当社グループでは勤怠管理のクラウドサービスの提供も行ってお

り、今期も大きく業績に貢献すると期待しております。

　2008年５月に提供を開始したクラウドサービス「PCAクラウド（当初はPCA for SaaSと呼称）」は、ご利用社数が

10,000社を超え順調に増加しており、このような状況下において、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績

は、売上高は2,346,764千円（前年同期比11.3％増）となりました。このうち、クラウド売上高は544,868千円（前年同

期比28.3％増）となっております。利益項目については、次期製品開発に向けた研究開発費や外注委託費が増加したた

め、営業利益は57,710千円（前年同期比67.1％減）、経常利益は69,995千円（前年同期比62.3％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は34,844千円（前年同期比64.6％減）となりました。

　当社グループは単一セグメントにつき、セグメントごとの記載に代えて、種類別売上高を記載しております。

 

種類別売上高

種 類 売上高（千円） 構成比(％) 前年同期比増減（％）

製 品

(従来型ソフトウェア)
394,813 16.8 6.4

商 品 （ 帳 票 等 ） 179,250 7.6 5.7

保 守 サ ー ビ ス 788,094 33.6 0.5

ク ラ ウドサービス 544,868 23.2 28.3

そ の 他 営 業 収 入 439,736 18.8 22.5

合 計 2,346,764 100.0 11.3
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（２）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針、経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、151,303千円であります。なお、当第１四

半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因

（外部環境要因）

　当社グループを取り巻く事業環境は、会計基準の変更、税法等の改正及び各種制度の改正などによって、ソフトウェア

の更新需要が大きく変動する傾向があり、当社グループの経営成績に重要な影響を及ぼすことが考えられます。

（内部環境要因）

当社グループでは、パッケージソフトウェアの製品開発において、「研究開発費等に係る会計基準」（企業会計審議会

平成10年３月13日）に基づき費用配分の会計処理をしております。

当社グループにおける製品開発については、既存のソフトウェアに新しい機能等を付加した、いわゆるアップグレード

版のソフトウェアの開発もおこなっており、そのような場合には、次期以降の収益との対応を図る観点から、無形固定資

産に資産計上しております。

従いまして、製品開発の状況によっては、当期の費用となるものと、資産計上をしてから次期以降の費用になるものと

の金額の変動により、当社グループの経営成績に重要な影響を及ぼすことが考えられます。

 

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第１四半期連結会計期間末の当社グループの資金状況は、流動比率が279.4％（流動資産9,992,964千円÷流動負債

3,576,870千円）となっており、十分な流動性を確保しているものと認識しております。

（７）業績の季節的変動に係る影響について

当社グループの売上高は、決算期末に基幹業務システムの切り替えを行う企業が多いことから、３月決算会社の決算期

に合わせて新製品のリリース等を行っているため、第４四半期に偏重する傾向を有しております。したがって、第４四半

期の売上高の達成状況により、年間の業績見込が変動するリスクがあります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,695,000

計 23,695,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2018年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,700,000 7,700,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 7,700,000 7,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2018年4月1日～

2018年6月30日
　－ 7,700,000 － 890,400 － 1,919,120

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2018年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

2018年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　848,700 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　6,849,900 68,499 －

単元未満株式 　普通株式　　　1,400 － 　１単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 7,700,000 － －

総株主の議決権 － 68,499 －

　（注）単元未満株式数に、自己株式30株を含んでおります。

 

②【自己株式等】

2018年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ピー・シー・エー株式会社
 東京都千代田区富士見

１－２－２１
848,700 － 848,700 11.02

計 － 848,700 － 848,700 11.02

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

ピー・シー・エー株式会社(E04894)

四半期報告書

 7/15



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,268,810 6,862,706

受取手形及び売掛金 1,710,238 1,231,211

たな卸資産 110,733 113,108

有価証券 999,979 999,978

その他 638,714 788,404

貸倒引当金 △3,162 △2,445

流動資産合計 10,725,313 9,992,964

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 961,916 956,283

土地 2,399,934 2,399,934

その他（純額） 108,908 106,993

有形固定資産合計 3,470,758 3,463,211

無形固定資産   

その他 454,555 346,006

無形固定資産合計 454,555 346,006

投資その他の資産   

その他 2,691,689 3,233,010

貸倒引当金 △2,062 △2,017

投資その他の資産合計 2,689,627 3,230,992

固定資産合計 6,614,941 7,040,210

資産合計 17,340,254 17,033,174

負債の部   

流動負債   

買掛金 161,220 121,386

未払法人税等 96,299 45,236

前受収益 2,203,324 2,281,013

賞与引当金 227,386 61,546

その他 1,122,474 1,067,687

流動負債合計 3,810,704 3,576,870

固定負債   

長期前受収益 864,955 925,736

役員退職慰労引当金 170,826 27,717

退職給付に係る負債 1,062,429 1,079,253

資産除去債務 66,311 66,437

その他 - 130,890

固定負債合計 2,164,522 2,230,034

負債合計 5,975,227 5,806,905
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 890,400 890,400

資本剰余金 1,919,120 1,919,120

利益剰余金 8,961,540 8,783,995

自己株式 △1,039,321 △1,039,399

株主資本合計 10,731,739 10,554,116

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 534,426 577,004

その他の包括利益累計額合計 534,426 577,004

非支配株主持分 98,861 95,148

純資産合計 11,365,027 11,226,269

負債純資産合計 17,340,254 17,033,174
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 2,108,362 2,346,764

売上原価 869,397 1,059,205

売上総利益 1,238,965 1,287,558

販売費及び一般管理費 1,063,442 1,229,848

営業利益 175,522 57,710

営業外収益   

受取利息 107 212

受取配当金 2,121 2,083

受取賃貸料 5,582 2,792

その他 2,525 7,941

営業外収益合計 10,337 13,030

営業外費用   

その他 - 745

営業外費用合計 - 745

経常利益 185,860 69,995

税金等調整前四半期純利益 185,860 69,995

法人税等 94,166 38,132

四半期純利益 91,694 31,862

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6,765 △2,981

親会社株主に帰属する四半期純利益 98,459 34,844
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益 91,694 31,862

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 191,512 42,577

その他の包括利益合計 191,512 42,577

四半期包括利益 283,206 74,440

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 289,972 77,422

非支配株主に係る四半期包括利益 △6,765 △2,981
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

売上高又は営業費用に著しい季節的変動がある場合

当社グループの売上高は、決算期末に基幹業務システムの切り替えを行う企業が多いことから、３月決算会社

の決算期に合わせて新製品のリリース等を行っているため、第４四半期に偏重する傾向を有しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

減価償却費 101,494千円 135,152千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

　配当金支払額

　　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月23日

定時株主総会
普通株式 212,391 31.00 2017年３月31日 2017年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

　配当金支払額

　　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日

定時株主総会
普通株式 212,389 31.00 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 14円37銭 ５円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 98,459 34,844

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
98,459 34,844

普通株式の期中平均株式数（株） 6,851,324 6,851,257

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2018年８月９日

ピー・シー・エー株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　淳一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福原　崇二　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているピー・シー・

エー株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から

2018年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ピー・シー・エー株式会社及び連結子会社の2018年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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